
第4回がん診療連携拠点病院の指定に関する検討会  

議事次第  

日 時：平成20年1月17日（木）  

13：30′〉16：30  
場 所：三田共用会議所 大会議室  
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（2）今後のがん診療連携拠点病院制度について   

（3）その他  
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資 料 4 推薦医療機関における指針充足状況等について  

資 料 5 都道府県がん診療連携拠点病院として2医療機関  

を推薦している都道府県  

資 料 6 推薦意見書（抜粋）  

資 料 7 がん対策の推進について  

資 料 8 がん診療連携拠点病院の整備に関する指針（新通知実の骨子）   



がん診療連携拠点病院の指定の考え方  

1 指定要件の充足状況  

○ 指定に当たっては、（D緩和ケアチームの設置、②相談支援体制の整備及   

び③院内がん登録の実施並びに④特定機能病院を指定する場合は、腫癌セ   
ンターの設置を特に重視する。  

L2次医療圏に複数の医療機関が推薦されている場合   

0 2次医療圏に複数のがん診療連携拠点病院を指定する理由として、里⊆   
人口が多いということだけでなく、がん患者の通院圏域、がん診療連携拠  

点病院間の機能的役割分担、隣接する医療圏との関係等lこついて、都道府  
県において十分な説明がある場合には、指定要件を満たしている医療機関  

について指定を行う。  

L都道府県がん診療連携拠点病院として2医療機関が推薦されている場合   

○ 都道府県がん診療連携拠点病院は、都道府県に概ね1カ所整備すること  
とされているが、両医療機関の機能的役割分担、都道府県がん診療連携拠   
点病院が2医療機関となることによる相乗効果等について、都道二府県にお  
いて十分な説明がある場合には、両医療機関とも都道府県がん診療連携拠  
点病院として指定する。  

＜参考＞過去の申請   

抒 宮城県において都道府県がん診療連携拠点病院が2カ所認められた理由  

平成18年7月28日に開催された第1回がん診療連携拠点病院の指定に関する検  
討会における議論のポイントは以下のとおり。  

推薦の両医療機関ともに指定要件を満たしている。  
両医療機関の機能的役割分担、都道府県がん診療連携拠点病院が2医療機関と  
なることによる相乗効果等について、十分な説明がある。  
がんの診療機能を評価する指標として年間の新規入院がん患者数を見た場合、  
宮城県立がんセンターが約4000名近く、東北大学附属病院が5000名近く  
である。   

② 岩手県において都道府県がん診療連携拠点病院が2カ所認められなかった理由  

推薦の医療機関が指定要件の一部を満たしていない。   
③ 山形県において都道府県がん診療連携拠点病院が2カ所認められなかった理由  

年間の新規入院患者数が2000名程度の医療機関を推薦している。  

（参考）3県の人口比較  

岩手県1．375，126人 （平成18年9月1日現在）  
宮城県 2，371．683人 （平成18年4月30日現在）  

山形県1，207．513人 （平成18年10月1日現在）   



がん診療連携拠点病院の指定状況及び申請状況の一覧  
現  状  申  

2次医療圏  都道府県拠点  地域拠点   
計   

2次医療圏  都道府県拠  地域拠点   
都道府県  

計  

数   病院数   病院数  数   点病院数  病院数   

l  北 海 道   21   0   10   10   21  0  10   10   

2  青 森 県   6   0   4  4  6   4   5   

3  岩 手 県   9   0   2   2   9  口  5   6   

4  宮 城 県   10三  5   7   7  5   7   

5  秋 田 県   8  口   3   4   8   6   7   

6  山 形 県   4   0  6   6   4   5  6   
7  福 島 県   7  口  5   6   7   7   8   

8  茨 城 県   9   0   7   7   9  口  7   8   

9  栃 木 県  5   5   6   5   5   6   

10  群 馬 県   10  ロ  9   10   10  口  10  Ⅳ   
皿  埼 玉 県   9   0   8   8   10   10  皿   
12  千 葉 県   9   6   7  12  

13  東 京 都   13   0   10   10   13  12   14   

14  神奈川県   10   12   

15  新 潟 県   7   5   6   7   7   8   

16  富 山 県  4   7   8   4  口  7   8   

四  石 川 県   4   4  5  4  口  4   5   

18  福 井 県   4   4   5   4   4   5.. 

19  山 梨 県   4   3   4   4   3   4   

20  長 野 県   10   5   6   10   6   7   

21  岐 阜 県   5   6   7   5   6   7   

22  静 岡 県   8   9   10   8   9   10   

23  愛 知 県   10  印  13  
24  ＝ 重 県   4   4   5   4   4   5   

25  滋 賀 県   7   0   3   3   7  翫撞拉致   3   5   

26  京 都 府   6   7  8   6   7   8   

27  大 阪 府  8   10   8   10   11   

28  丘 庫 県   10   9   10   雄¢   12   柑   

29  奈 良 県   5  0  2  2  5  口  4   5   

30  和歌山県   7   4   5   7  口  5   6   

3■  鳥 取 県   3   0   4   4    口  4  
32  島 根 県   7  0  6  6  7  口  5  6   
33  岡 山 県   5   4   5  6  

34  広 島 県   7   9   10   7   9   10   

35  山 口 県   8   5  6  8   6   7   

36  徳 島 県   6   2  3  6   3   4   

37   5   0   4  4  5   0   5   5   

38  愛 媛 県   6   6   7   6   6   7   

39  高 知 県   4   2   4   2  3   

40  福 岡 県   13   0   8   8  三……撞胃ミ圭 13   

41  佐 賀 県   5   3   4   5   3  4   
42  長 崎 県   9   5   6   9  ロ  5  6   
43  熊 本 県   3   4   7   8   

44  大 分 県   10   0   2   2   6   4   5   

45  宮 崎 県   7   0   4   4   4   4   5   

46  鹿児島県   12   3   4   12   6   7  

47沖縄県   3  5  3  4  

計  32  254  286  349  49  304  353  



資 料 3  

都道府県■ 二次医療圏別の   

指定状況及び申請状況   



都道府県－ニ次医療圏別の指定状況及び申請状況  
★：都道府県がん診療連携拠点病院  

★秋田大学医学部附属病院   平成19年1月3一日  
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院を整備、県中医療圏には、既指定の太田西ノ内病院を  
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春日部市立病院  平成19年1月31日  

濁協医科大字越谷病院（新規）  

さいたま赤十字病院  

さいたま市立病院  平成19年1月31日  

玉県立がんセンター（地域拠  

川口市立医療センター（新規）  

埼玉医科大学総合医療センター  平成19年1月31日  

独立行政法人  

埼玉医科大学国際医療センター（新規）  

平成18年8月24日  

医療法人壮幸会行田総合病院  平成19年1月31日  
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平成18年8月24日  

千葉大学医学部  

独立行政法人国立病院機積干葉医療センター（新規）  

船橋市立医療センター  平成19年1月31日  

東京歯科大学市川総合病院（新規）  

順天堂大学医学部附属順天堂浦安病院（新規）  

会医科大学附属柏病院（新規）  

国保松戸市立病院（新規）  

総合病院  

国保直営総合病院君津中央病院  

独立行政法人労働者健康福祉機構千葉労災病院   

原  
る禎  
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日本医科大学付属病院（新規）  

★財団法人癌研究会有明病院  

NTT東日  

日本赤十字社医療センター  

東京女子医科大学病院（新規）  

帝京大学医学部附属病院（新規）  

東京医科大学八王子医療センター（新規）  

杏林大学医学部付属病院（新規）  
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独立行政法人労働者健康福祉機構横浜労災病院（新規）  

平成19年1月31日  

平成18年8月24日  

平成19年1月31日 平成19年1月31日 平成柑年8月24日  

公立大学法人横浜市立大学附属病院  

聖マリアンナ医科大学病院  

川崎市立井田病院  

国家公務員共済組合連合会横須賀共済病院  平成18年8月24日  

藤沢市民病院  平成19年1月31日  

平成19年1月31日  

平成】8年8月24日  

平成19年1月31日  

平成18年8月24日  

東海大学医学部付属病院  

神奈川県厚生農業協同組合連合会相模原協同病院  

北里大学病院  

小田原市立病院  
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静岡県立総合病院  

京都第二赤十字病院  
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あり、拠点病院間の機能  

別ヒについて検討会を設置し検討しているところで  
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平成18年8月24日  

平成18年8月24日  

平成19年1月31日  

平成19年1月31日  

平成19年1月31日  

平成19年1月31日  

－7－   
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独立行政法人国立病院機構別府医療センター（新規）  

は、が   

社会福祉法人恩賜財団済生会川内病院（新規）  

県民健康プラザ鹿屋医療 

★琉球大学医学部附属病院（新規）  
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資 料 4  

推薦医療機関における指針充足状況等  

について   



人口   ：約563万人  

二次医療圏数： 21  01北 海 道  

人  口  約  231万人   

既指定がん診療連携拠点病院  
北海道がんセンター  

市立札幌病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・独立行政法人国立病院機構 北海道が～センタ「  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   550床  

新入院がん患者数／年   4．942人  

（新入院患者数に占める割合）   78％  
悪性腫瘍手術総数／年   1，628件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   3，654人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   3，276人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

・市立札幌病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   818床  

新入院がん患者数／年   3，301人  

（新入院患者数に占める割合）   23％  
悪性腫痛手術総数／年   715件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   888人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   630人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  

ー1－   



人  口  約  24万人   

既指定がん診療連携拠点病院  総合病院北見赤十字病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・総合病囁弗見葬十字病院  

許可病床数   680床  

新入院がん患者数／年   1，965人  

（新入院患者数に占める割合）   19％  
悪性腫痛手術総数／年   488件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，026人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   1，008人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

－2－   
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人  口  約  26万人   

既指定がん診療連携拠点病院  市立釧路総合病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・市立釧路総合病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   647床  

新入院がん患者数／年   831人  

（新入院患者数に占める割合）   12％  
悪性腫痛手術総数／年   129件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   666人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   144人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

－3－   



02青森 県  約44万人  
二圏数  

人  口  約  34万人   

既指定がん診療連携拠点病院  青森県立中央病院   

備  考  特記すべき事項なし   

★青専県立中央病院 

新規・更新の別   更新（県）  

申請区分   都道府県がん診療連携拠点病院  

許可病床数   705床  

新入院がん患者数／年   2．905人  

（新入院患者数に占める割合）   10％  
悪性腰痛手術総数／年   984件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，968人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   600人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  35万人   

既指定がん診療連携拠点病院  八戸市立市民病院   

備  考  特記すべき事項なし   

十八戸市畢申年病院 

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   584床  

新入院がん患者数／年   1，693人  

（新入院患者数に占める割合）   15％  
悪性腫瘍手術総数／年   479件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1．086人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   408人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

謂暇．＿鼓  
拍埴輪幽納耗劇轍    ㈱欄l碗▼．，＿，，丁▼▼【■．   

人  口  約  9万人   

既指定がん診療連携拠点病院  なし   

備  考  特記すべき事項なし   

・下雅医療センターむっ鍵合帝院  

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   486床  

新入院がん患者数／年   997人  

（新入院患者数に占める割合）   16％  
悪性腰痛手術総数／年   236件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   336人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   102人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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03岩手県  約36万人  
二次国数  
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人  口  

既指定がん診療連携拠点病院  なし   

備  考  特記すべき事項なし   

・岩手県立撃井病院  

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   315床  

新入院がん患者数／年   2，542人  

（新入院患者数に占める割合）   35％  
悪性陣痛手術総数／年   462件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   822人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   240人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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04宮城県  約34万人  

二国数  

既指定がん診療連携拠点病院  
行政法人国立病院機構仙台医療センター  

殴彙舘龍雄擾海抜澤肇矩藁詳岩簸裏箔輯箪室緑野簿諾菩盛薄墨堀法華讃媒葦薄給肇藁粧謹声望  

人  口  約  22万人   

既指定がん診療連携拠点病院  大崎市民病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・大崎市民病院  

新規■更新の別  更新  

申請区分  地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数  458床  

新入院がん患者数／年  2，076人  

（新入院患者数に占める割合）  20％  
悪性腫痛手術総数／年  710件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）  1，554人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  528人  

指定要件の充足度  ・指針に定める必衰裏面の整備が行われている。   
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人  口  約  22万人   

既指定がん診療連携拠点病院  石巻赤十字病院   

備  考  特記すべき事項なし   

」石巻赤十字病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   392床  

新入院がん患者数／年   2，21了人  

（新入院患者数に占める割合）   23％  
悪性腫瘍手術総数／年   652件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   894人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   84人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

－8－   



05秋田 県  約13万人  
二国数  

≧    ▲  

人  口  約  43万人   

既指定がん診療連携拠点病院  秋田大学医学部附属病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・秋田赤十字病院  

新規・更新の別  新規  

申請区分  地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数  496床  

新入院がん患者数／年  2，504人  

（新入院患者数に占める割合）  26％  
悪性腫痛手術総数／年  634件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）  3．390人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  288人  

指定要件の充足度  ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  

≒擢詠i、－墜墜邸印璽華望翠堰黎肇欝薮 
・ニー漁＃∵汁∵†さ  ．率錯揺頼料薄称纏綿衝動粟那里琉．空耳諌j）．載撞東＝‘じ7専‡こで．∴i   

人  口  約  8万人   

既指定がん診療連携拠点病院  なし   

備  考  特記すべき事項なし   

・秋田県厚生農業協同組合連合会 雄勝中央病院  

新規・更新の別   新規  

申請区分  地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   380床  

新入院がん患者数／年   628人  

（新入院患者数に占める割合）   12％  
悪性腫瘍手術総数／年   238件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）  90人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  0人（連携体制あり）  

指定要件の充足度   t指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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06山形県  約20万人  
二圏数  

人  口  約  57万人   

山形県立中央病院  
既指定がん診療連携拠点病院  山形市立病院済生館  

山形大学医学部附属病院   

備  考  特記すべき事項なし   

★叫形県立中央病院  

新規・更新の別   更新（県）  

申請区分   都道府県がん診療連携拠点病院  

許可病床数   660床  

新入院がん患者数／年   4，114人  

（新入院患者数に占める割合）   30％  
悪性腫痛手術総数／年   1，138件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1．554人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   108人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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07福島県  約07万人  

二次国数  

人  口  約  51万人   

既指定がん診療連携拠点病院  
福島県立医科大学附属病院  
財団法人大原綜合病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・財団法人 大原綜合病院  

新規一更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   429床  

新入院がん患者数／年   1，604人  

（新入院患者数に占める割合）   26％  
悪性腫癌手術総数／年   301件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   498人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   
人（連携体制あり0平成21年9月   
0  までに整備予定）  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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人  口  約  35万人   

既指定がん診療連携拠点病院  独立行政法人労働者健康福祉機構福島労災病院   

備  考  特記すべき事項なし   

十独立行政法人労働者健康福祉機構碍島労炎病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   428床  

新入院がん患者数／年   1，735人  

（新入院患者数に占める割合）   29％  
悪性腫痛手術総数／年   796件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   612人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   78人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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08茨城県  約97万人  
二圏数  

繍肇空室莞威射 ・てヽ’            土浦医療周 さ㈱㈱壷延長瀕与㍍                                  し ・  

人  口  約  27万人   

茨城県厚生農業協同組合連合会総合病院  
既指定がん診療連携拠点病院  

土浦協同病院・茨   欠城県地域がんセンター   

備  考  特言  己すべき事項なし   

・茨城県厚生農業協同組合連合会総合病院 土浦協同病院・茨塀県地域がんセンター  

新規・更新の別  更新  

申請区分  地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数  1，007床  
新入院がん患者数／年  3，170人  

（新入院患者数に占める割合）  20％  
悪性腫瘍手術総数／年  693件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   2，148人  
放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  504人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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人  口  約  31万人   

既指定がん診療連携拠点病院  筑波メディカルセンター病院・茨城県地域がんセンター   

備  考  特記すべき事項なし   

⊥、筑波才子イ九ルセンタニ病院∴茨城県地域がんセンタ十㍉  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   409床  

新入院がん患者数／年   2，575人  

（新入院患者数に占める割合）   30％  
悪性腫痛手術総数／年   514件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   678人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   528人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

・筑波大学附属病院  

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   800床  

新入院がん患者数／年   3．502人  

（新入院患者数に占める割合）   29％  
悪性腰痛手術総数／年   680件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，344人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   3，678人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  



人口   ：約202万人  

二次医療圏数：10  10 群 馬 県  
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11埼玉県  約5万人  
二国数  

人  口  約  109万人   

既指定がん診療連携拠点病院  春日部市立病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・．・碍協医科大学越谷病院  

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   723床 

新入院がん患者数／年   2，0了4人  

（新入院患者数に占める割合）   15％  
悪性腫癌手術総数／年   418件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，644人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   570人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

既指定がん診療連携拠点病院  埼玉県立がんセンター   

備  考  特記すべき事項なし   

★牒華県立がんセンター  

新規・更新の別   更新（県）  

申請区分   都道府県がん診療連携拠点病院  

許可病床数   400床  

新入院がん患者数／年   8．170人  

（新入院患者数に占める割合）   99％  
悪性腫痛手術総数／年   1，466件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   6，420人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   2，316人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  118万人   

既指定がん診療連携拠点病院  
さいたま赤十字病院  
さいたま市立病院   

備  考  特記すべき事項なし   

∴さいたま赤十字病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   605床  

新入院がん患者数／年   2，340人  

（新入院患者数に占める割合）   17％  
悪性腫瘍手術総数／年   763件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1．350人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   258人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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12千葉 県  約11万人  
二国数  

人  口  約   ● 92万人   

既指定がん診療連携拠点病院  千葉県がんセンター   

備  考  特記すべき事項なし   

・千葉大学医学部附属病院  

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   835床  

新入院がん患者数／年   3．969人  

（新入院患者数に占める割合）   31％  
悪性腫瘍手術総数／年   1．906件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   6，534人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   576人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

・独立行政津｛国立病院嘩構千葉医療サンター  

新規・更新の別   
申請区分   

新規  

地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   455床  

新入院がん患者数／年   2，049人  

（新入院患者数に占める割合）   28％  
悪性腫痛手術総数／年   424件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，656人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   4．662人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  
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人  口  約  32万人   

既指定がん診療連携拠点病院  総合病院国保旭中央病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・総合病院国保旭中央病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   956床  

新入院がん患者数／年   2，774人  

（新入院患者数に占める割合）   20％  
悪性腫痛手術総数／年   943件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   2，514人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   2，472人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  15万人   

既指定がん診療連携拠点病院  医療法人鉄蕉会亀田総合病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・医療法人鉄蕉会亀田総合帝院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   925床  

新入院がん患者数／年   4，150人  

（新入院患者数に占める割合）   23％  
悪性腫痛手術総数／年   995件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，590人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   756人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  33万人   

既指定がん診療連携拠点病院  国保直営総合病院君津中央病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・国保直営綺合病院君津中央病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   651床  

新入院がん患者数／年   806人  

（新入院患者数に占める割合）   8％  
悪性腫瘍手術総数／年   591件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   2，076人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  390人  

指定要件の充足度   】指針に定める必須要件の整備が行われている。  
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13東京都  約79万人  
二圏数  

人  口  約  72万人   

既指定がん診療連携拠点病院  東京都立駒込病院   

備  考  特記すべき事項なし   

★東京都立駒込病院  

新規・更新の別   更新（都）  

申請区分   都道府県がん診療連携拠点病院  

許可病床数   906床  

新入院がん患者数／年   8，038人  

（新入院患者数に占める割合）   59％  
悪性腫痛手術総数／年   1．986件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   5，190人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   1．104人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

∴1東京大学医学部附属病院  

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   1，210床  

新入院がん患者数／年   4，944人  

（新入院患者数に占める割合）   22％  
悪性腫痛手術総数／年   2，588件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   3．060人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   564人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

」日本医科本学付属病院 

新規t更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   1．151床  

新入院がん患者数／年   4．535人  

（新入院患者数に占める割合）   27％  
悪性腫瘍手術総数／年   1，648件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   4，128人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   504人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

・聖路加国際病院 

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   520床  

新入院がん患者数／年   3．000人  

（新入院患者数に占める割合）   20％  
悪性腫痛手術総数／年   1，243件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   5，802人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   1，542人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  



人  口   134万人  

既指定がん診療連携拠点病院  財団法人癌研究会 有明病院   

≡；   ・  特記すべき事項なし   

自 利  白 虎A 有明病院   

新規・更新の別  更新（都）  

申請区分  ～ 昌′ゝ ヽ  

許可病床数  700床  

新入院がん患者数／年  11，120人  

（新入院患者数に占める割合）  94％  
悪性腫痛手術総数／年  4498件  

化恵療法総数／年（2ケ月×6）  9336人  

篭   

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  38，358人  

指定要件の充足度  、′  致 ○′‾      ・指針に定める必須要件の正備が竹われている0   

ヒ土がん翰療、車携拠占病院  院   

1商 考  特記すべき事項なし   

T 日 調東病院  
新規・更新の別  更新   

申請区分  ～昌ノゝ ヽ  

許可病床数  665床  

新入院がん患者数／年  4，423人  

（新入院患者数に占める割合）  34％  
重性腫瘍手術総数／年  1165件  

化幽療法総数／年（2ケ月×6）  1194人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  4，164人  

指定要件の充足度  一斗’芋－」      ・指針に定める必須要件の正備が竹われている。   

ぅ一．∴ 

ふ，入＝こ．㌧ゝ・Hヾ・¶・、＝■人∴‘h∴一一斗 
人  口   ヨ  

ヒ占がん紛療連携拠占病院  塵■  t センター   

借 考  特記すべき事項なし   

亡一 セ、ター   

新規・更新の別  更新  

ゝ  F▲・－－＝川＿にl      ロ、診1．撞乃几点 冗  

了95床  

新入院がん患者数／年  2，635人  

（新入院患者数に占める割合）  19％  

霊性腫癌手術総数／年  962件  

患療法総数／年（2ケ月×6）  6570人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  318人   

指定要件の充足度  、′   ～′‾ ＼      ・指針に定める必須要件の整備が竹われてしる。   

－23－   



人  口  約  40万人   

既指定がん診療連携拠点病院  青梅市立総合病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・青梅市立総合病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   562床  

新入院がん患者数／年   430人  

（新入院患者数に占める割合）   4％  
悪性腫痛手術総数／年   755件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   2，322人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   150人  

指定要件の充足度   ・歳金十に定める必須要件の整備が行われている。  
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人  口  約  98万人   

既指定がん診療連携拠点病院  日本赤十字社東京都支部 武蔵野赤十字病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・日本赤十字社東京都支部 武蔵野赤十字病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   611床  

新入院がん患者数／年   3，020人  

（新入院患者数に占める割合）   20％  
悪性腫瘍手術総数／年   895件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，362人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   660人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

・杏林大学医学部付属病院  

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   1，153床  

新入院がん患者数／年   3，221人  

（新入院患者数に占める割合）   17％  
悪性腫瘍手術総数／年   2．339件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   3，018人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   990人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

－25－   



14神奈川 県   約0万人  
二圏数  

人  口  約  147万人   

既指定がん診療連携拠点病院  なし   

備  考  特記すべき事項なし   

・独立行政法人労働者健康福祉機構十横浜労災病院  

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   650床  

新入院がん患者数／年   5，033人  

（新入院患者数に占める割合）   32％  
悪性腫痛手術総数／年   802件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   2，010人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   858人  

指定要件の充足度   一指針に定める必須要件の整備が行われている。  



15新潟県  約43万人  

二圏数  

導 
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人  口  約  30万人   

既指定がん診療連携拠点病院  新潟県立中央病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・独立行政法人労働者健康福祉機構 新潟労災病嘩  

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   363床  

新入院がん患者数／年   1，131人  

（新入院患者数に占める割合）   19％  
悪性腫癌手術総数／年   308件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   402人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   
人（連携体制あり0平成20年   
0  から実施予定）  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

－27－   



20長野県  約8万人  
二次圏数  

人  口  約  43万人   

既指定がん診療連携拠点病院  国立大学法人信州大学医学部附属病院   

備  考  特記すべき事項なし   

∴特定十特別医療法人慈泉倉－相澤病瞬1 

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   471床  

新入院がん患者数／年   2，309人  

（新入院患者数に占める割合）   19％  
悪性腰痛手術総数／年   477件  

化学療法総数／年（2ケ月×6） 708人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   240人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  



21岐阜県  約10万人  
二国数  

－29－   



人  口  約  39万人   

既指定がん診療連携拠点病院  なし   

備  考  特記すべき事項なし   

・医療法人厚生会木沢記念病嘩 

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   452床  

新入院がん患者数／年   634人  

（新入院患者数に占める割合）   11％  
悪性腫痛手術総数／年   376件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   348人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   372人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  36万人   

既指定がん診療連携拠点病院  なし   

備  考  特記すべき事項なし   

・岐阜県立多治見病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   681床  

新入院がん患者数／年   760人  

（新入院患者数に占める割合）   7％  
悪性腫瘍手術総数／年   419件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   5，598人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   324人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  16万人   

既指定がん診療連携拠点病院  なし   

備  考  特記すべき事項なし   

・綜令病院高山赤十字病嘩  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   ．  540床  

新入院がん患者数／年   1．123人  

（新入院患者数に占める割合）   16％  
悪性腫痛手術総数／年   311件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   450人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   84人  

指定要件の充足度   t指針に定める必須要件の整備が行われている。  



22静岡県  
約80万人  

二圏数  

－31－   



人口   ：約735万人  

二次医療圏数：11  23 愛 知 県  

独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター  

既指定がん診療連携拠点病院  
愛知県がんセンター中央病院  
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人 口  約  108万人   

既指定がん診療連携拠点病院  愛知県厚生農業協同組合連合会 安城更生病院   

備  考  特記すべき事項なし   

．愛知県厚生農業協同組合連合会 安城更生病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   692床  

新入院がん患者数／年   3，724人  

（新入院患者数に占める割合）  22％  
悪性腫痛手術総数／年  721件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）  2．322人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  420人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

－33－   



望j計り．篭．耶   □・≒   
細i軒㈱■噂舶  

人  口  約  71万人   

既指定がん診療連携拠点病院  豊橋市民病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・・葦病市民病院 

新規・更新の別  更新  

申請区分  地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数  910床  

新入院がん患者数／年  3，434人  

（新入院患者数に占める割合）  20％  
悪性腫瘍手術総数／年  710件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）  2，604人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  468人  

指定要件の充足度  ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  



24三重県  約87万人  
二圏数  

－35－   





25滋賀 県  約39万人  

二圏数  
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人  口  約  15万人   

既指定がん診療連携拠点病院  なし   

備  考  特記すべき事項なし   

∴公立甲賀病院  

新規・■更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   467床  

新入院がん患者数／年   942人  

（新入院患者数に占める割合）   15％  
悪性腫癌手術総数／年   181件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   606人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   96人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  17万人   

既指定がん診療連携拠点病院  市立長浜病院   

備  考  特記すべき事項なし   

」市立長浜病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   676床  

新入院がん患者数／年   1，138人  

（新入院患者数に占める割合）   14％  
悪性腫痛手術総数／年   307件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   630人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   168人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  



27大阪府  約67万人  
二国数  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   132人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   

¶ 

指定要件の充足度   ∴碩針に定め石高須要件の整備が行われて洋右∴】∬   
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口  約  83万人   

既指定がん診療連携拠点病院  東大阪市立総合病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・東大阪市亘総令病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   573床  

新入院がん患者数／年   2，268人  

（新入院患者数に占める割合）   18％  
悪性腫痛手術総数／年   632件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   4，098人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   216人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  65万人   

既指定がん診療連携拠点病院  独立行政法人国立病院機構 大阪南医療センター   

備  考  特記すべき事項なし   

∴独立行政法入国立病院機構大阪南医療センタ⊥㍉  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   520床  

新入院がん患者数／年   2．561人  

（新入院患者数に占める割合）   27％  
悪性腫痛手術総数／年   445件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   582人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   1．224一人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  

人  口  約  83万人   

既指定がん診療連携拠点病院  独立行政法人労働者健康福祉機構 大阪労災病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・独立行政法人労働者健康福祉機構大阪労災病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   734床  

新入院がん患者数／年   3，566人  

（新入院患者数に占める割合）   22％  
悪性腫瘍手術総数／年   1，115件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1．434人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   384人  

指定要件の充足度   一指針に定める必須要件の整備が行われている。  
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人  口  約  92万人   

既指定がん診療連携拠点病院  市立岸和田市民病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・市立岸和田市民病院  

新規・更新の別  更新  

申請区分  地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数  400床  

新入院がん患者数／年  1，706人  

（新入院患者数に占める割合）  20％  
悪性腫癌手術総数／年  435件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）  4，788人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  270人  

指定要件の充足度  ■指針に定める必須要件の整備が行われている。   

約  251万人  
地方独立行政法人大阪府立病院機構   
大阪府立成人病センター  
大阪市立総合医療センター  
大阪赤十字病院  
地方独立行政法人大阪府立病院機構   
大阪府立急性期一総合医療センタ  

既指定がん診療連携拠点病院  

特記すべき事項なし  備  考   

大阪市立総合医療センター  

新規・更新の別  
ん  地域が  申請区分   

1，063床  許可病床数   

5，116人   

25％  
新入院がん患者数／年  

（新入院患者数に占める割合）  

1，479件  悪性腫痛手術総数／年  

3，588人  化学療法総数／年（2ケ月×6）  

732人  放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  

指針に定める必須要件の整備が行われている。  定要件の充足度   

大阪赤十字病院  

新規・更新の別  
地域がん診療連携拠点病院  申請区分   

1，021床  許可病床数   

6，040人   

30％  
新入院がん患者数／年  

（新入院患者数に占める割合）  

1，164件  悪性陣痛手術総数／年  

4．740人  化学療法総数／ヰ（2ケ月×6）  

426人  放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  

指針に定める必須要件の整備が行われている。  指定要件の充足度  

大阪府立急性期・総合医療センター  地方独立行政法人大阪府立病院機構   

新規・更新の別  
地域がん診療連携拠点病院  申請区分  

許可病床数   

1，089人   

18％  
新入院がん患者数／年  

（新入院患者数に占める割合）  

762件  悪性腫瘍手術総数／年  

936人  化学療法総数／年（2ケ月×6）  

228人  放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  

指針に定める必須要件の整備が行われている   指定要件の充足度  



放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  

指定要件の充足度  ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  11万人   

既指定がん診療連携拠点病院  なし   

備  考  特記すべき事項なし   

・兵庫県立柏原病院  

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   303床  

新入院がん患者数／年   493人  

（新入院患者数に占める割合）   15％  
悪性腫痛手術総数／年   180件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   264人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   120人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  



29奈良 県  約41万人  
二国数  

歯             髄                 弼             ，■  

人  口  約  23万人   

既指定がん診療連携拠点病院  国保中央病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・天理よろづ相談所病院  

新規・更新の別  新規  

申請区分  地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数  815床  

新入院がん患者数／年  3，71     4人  

（新入院患者数に占める割合）  25％  
悪性腫痛手術総数／年  1，191件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）  3，600人  

放月   寸線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  894人  

指定要件の充足度  一指   針に定める必須要件の整備が行われている。  
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人  口  約  35万人   

既指定がん診療連携拠点病院  なし   

備  考  特記すべき事項なし   

・近畿大学医学部奈良病院  

新規・更新の別  新規  

申請区分  地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数  418床  

新入院がん患者数／年  1，661人  

（新入院患者数に占める割合）  20％  

悪性腫痛手術総数／年  626件  

化学療法総数／年（2ケ月×  1，740人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月   480人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

－43－   



人  口  約  38万人   

既指定がん診療連携拠点病院  奈良県立医科大学附属病院   

備  考  特記すべき事項なし   

★奈良県立琴科大学附属病院 

新規・更新の別   更新（県）  

申請区分   都道府県がん診療連携拠点病院  

許可病床数   930床  

新入院がん患者数／年   3．269人  

（新入院患者数に占める割合）   27％  
悪性腫癌手術総数／年   1，111件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   3，756人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   582人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  



30和歌山県   約0了万人  

二圏数  
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31鳥取県  約0万人  
二圏数  

人  口  約  11万人   

既指定がん診療連携拠点病院  鳥取県立厚生病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・鳥取県立厚生病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   304床  

新入院がん患者数／年   539人  

（新入院患者数に占める割合）   10％  
悪性腫瘍手術総数／年   240件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   252人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   108人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  

町 邑’   

人  口  約  24万人   

既指定がん診療連携拠点病院  （独）国立病院機構米子医療センター   

備  考  特記すべき事項なし   

・独立行政法人国立病院機構 米子医療センタ十  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   250床  

新入院がん患者数／年   740人  

（新入院患者数に占める割合）   21％  
悪性腫痛手術総数／年   161件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，788人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   294人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

★国立大学法人 鳥取大学医学部附属病院  

新規・更新の別   新規（県）  

申請区分   都道府県がん診療連携拠点病院  

許可病床数   697床  

新入院がん患者数／年   3，073人  

（新入院患者数に占める割合）   27％  
悪性腫痛手術総数／年   1，072件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   2，208人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   660人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  



32島根県  約万人   
二圏数   
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人  口  約  9万人   

既指定がん診療連携拠点病院  独立行政法人国立病院機構 浜田医療センター   

備  考  特記すべき事項なし   

・独立行政津人国立病院機構■浜田医療センタ÷  

新規■更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   354床  

新入院がん患者数／年   1，942人  

（新入院患者数に占める割合）   30％  

悪性睦痛手術総数／年   95件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   492人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   216人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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人  口  約  了万人   

既指定がん診療連携拠点病院  益田赤十字病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・益田赤十字病院 

新規・更新の別  更新  

申請区分  地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数  327床  

新入院がん患者数／年  1，114人  

（新入院患者数に占める割合）  18％  
悪性腫癌手術総数／年  192件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）  1，344人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  0人（連携体制あり）  

指定要件の充足度  ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  



33岡 山 県  
約95万人  

二圏数  
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人  口  約  71万人   

既指定がん診療連携拠点病院  財団法人倉敷中央病院   

備  考  特記すべき事項なし   

∵財団法人牟敷中央病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   1．116床  

新入院がん患者数／年   6，176人  

（新入院患者数に占める割合）   21％  
悪性腫瘍手術総数／年   1，547件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   4，746人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   552人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

・、川崎医科大学附属病院  

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   1，182床  

新入院がん患者数／年   2，682人  

（新入院患者数に占める割合）   20％  
悪性腫瘍手術総数／年   850件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   2，424人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   594人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  20万人   

既指定がん診療連携拠点病院  （財）津山慈風会津山中央病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・財団法人津山慈風草 津山中央   病院 

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   525床  

新入院がん患者数／年   2，214人  

（新入院患者数に占める割合）   22％  
悪性腫痛手術総数／年   1，189件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   2，130人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   294人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  



35山 口 県  約47万人  
二圏数  
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人  口  約  9万人   

既指定がん診療連携拠点病院  山口県厚生農業協同組合連合会 周束総合病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・山口県厚生農業協同組合連合会 周東総合病院  

新規一更新の別  更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   360床  

新入院がん患者数／年   1，064人  

（新入院患者数に占める割合）   18％  

悪性腫癌手術総数／年   330件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   528人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   78人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  
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人  口  約  26万人   

既指定がん診療連携拠点病院  綜合病院社会保険 徳山中央病院   

備  考  特記  すべき事項なし   

・綜合病院社会保険 徳山中央病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   469床  

新入院がん患者数／年   2．714人  

（新入院患者数に占める割合）  27％  

悪性腫痛手術総数／年  940件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1272人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   324人  

指定要件の充足度  ・南面モ定める必須要件の整備が行われている。   

－51－   
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人  口  約  33万人   

既指定がん診療連携拠点病院  山口県立総合医療センター   

備  考  特記すべき事項なし   

－／山口県立総合医療センケ十 

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   504床  

新入院がん患者数／年   1，396人  

（新入院患者数に占める割合）   14％  
悪性腫痛手術総数／年   503件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   732人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   264人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

・綜合病院山口赤十字病院 

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   475床  

新入院がん患者数／年   1，761人  

（新入院患者数に占める割合）   21％  
悪性腫痛手術総数／年   409件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   564人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   222人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

－52－   



36徳島 県  約1万人  
二圏数  

－53－   



37香川 県  約01万人  
二圏数  



38愛媛県  約45万人  
二圏数  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  120人  

指定要件の充足度  ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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39高知 県  約0万人  
二次圏数  

人  口  約  57万人   

既指定がん診療連携拠点病院  
高知県・高知市病院企業団立 高知医療センター  
国立大学法人高知大学医学部附属病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・一高知県 

新規■更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   632床  

新入院がん患者数／年   3，618人  

（新入院患者数に占める割合）   30％  
悪性腫痛手術総数／年   989件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   2，130人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   8，964人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

・高知赤十字病院  

新規■更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   482床  

新入院がん患者数／年   1，202人  

（新入院患者数に占める割合）   14％  
悪性腫痛手術総数／年   418件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，074人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   2，436人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  



40福岡 県  
約6万人   

二国数   



人  口  約  27万人   

既指定がん診療連携拠点病院  独立行政法人国立病院機構 福岡東医療センター   

備  考  特記すべき事項なし   

」独立行政法入国立病院機構∴碍岡乗医療センタ⊥  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   591床  

新入院がん患者数／年   677人  

（新入院患者数に占める割合）   11％  
悪性腫瘍手術総数／年   254件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   528人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   342人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  
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放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   234人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。  

人  口  約  19万人   

既指定がん診療連携拠点病院  飯塚病院   

備  考  特記すべき事項なし   

・飯塚病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分  地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数  1，116床  

新入院がん患者数／年   1，493人  

（新入院患者数に占める割合）   13％  
悪性腫癌手術総数／年   770件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）  2，304人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  594人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

ー59－   



放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   
人（連携体制あり0整備する   

0  予定あり）  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  113万人   

既指定がん診療連携拠点病院  北九州市立医療センター   

備  考  特記すべき事項なし   

・北九州市立医療センタ⊥  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   687床  

新入院がん患者数／年   3，588人  

（新入院患者数に占める割合）   37％  
悪性腫瘍手術総数／年   1，378件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   3，318人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   1，254人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

一九州厚生年重病院  

新規・更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   575床  

新入院がん患者数／年   3，610人  

（新入院患者数に占める割合）   29％  
悪性腫瘍手術総数／年   774件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，860人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   438人  

指定要件め充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

・産業医科大学病院  

新規■更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   618床  

新入院がん患者数／年   3，069人  

（新入院患者数に占める割合）   27％  
悪性腫痛手術総数／年  986件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）  2，406人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   1，158人  

指定要件の充足度   一指針に定める必須要件の整備万両れている。  



42長崎県  約45万人  
二次圏数  
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約4万人  43熊本県  二国数  
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書晋ほ彗等■■    －ヤ・、ご －こ■謝・脾親・オ■                               ‾‾ ●  月計  
人 口  約  17万人   

既指定がん診療連携拠点病院  なし   

備  考  特記すべき事項なし   

・荒尾市民病暁  

新規一更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   274床  

新入院がん患者数／年   728人  

（新入院患者数に占める割合）   18％  
悪性腫痛手術総数／年   218件  

化学療法総数／－年（2ケ月×6）   462人  

放射線治療（休外照射）／年（2ケ月×6）   144人  

指定要件の充足度   ■指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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44大分 県  約20万人  
二次圏数  

．菊遡椚墓 遁眼庶妻帯童恕岩鼻泥昔繕ニラ上冊㌔、・弾績憐≡葦硬式憲悪習増発議浮諾，一－燕・璃某コ罰空．■こ讃喜欝讃襲撃群数童療法産・慧窪媒琵琵悪賢  脚雉馳隷，鞍甑；好武芸礎鞘一兎鶏銘記二ごミ制三、∴ソぎら′「・Jプ1∴亡∨ノ．・主上－≡j；i．燕傍ぎ．、ニて・．へしず．：、黒総意と，・警棒滞在執拗諾軍・．掬祭郡環珂拶好一韓墜淡擬基準鴫野茫鯉撃還昔攣猿鍔猛毒難鞘 望ヾ凍帝狩野盛藍都顆声門棒噂指箪頴怨み登お・：   
人  口  約  56万人   

既指定がん診療連携拠点病院  
大分赤十字病院  
大分県立病院   

備  考  特記すべき事項なし   

「大分赤十字病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   340床  

新入院がん患者数／年   1．769人  

（新入院患者数に占める割合）   25％  
悪性腫瘍手術総数／年   620件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，266人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   264人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

∴大分県立病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   626床  

新入院がん患者数／年   2，946人  

（新入院患者数に占める割合）   27％  
悪性腫痛手術総数／年   922件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，608人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   354人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

★国立大学法人 大分大学医学部附属病院  

新規・更新の別  新規（県）  
都道府県がん診療連携拠点病院  

＝王■＝   

許可病床数  604床  

新入院がん患者数／年   2，881人  

（新入院患者数に占める割合）   30％  
悪性腰痛手術総数／年   97軋 ▼  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，896人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   372人  一   

指定要件の充足度      t指針に定める必須要再石膏宿示行方元モt転   
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人  口  約  10万人   

既指定がん診療連携拠点病院  なし   

備  考  特記すべき事項なし   

・大分県済生会日田病院  

新規t更新の別   新規  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   204床  

新入院がん患者数／年   515人  

（新入院患者数に占める割合）   15％  
悪性腫痛手術総数／年   187件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   636人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   102人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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人口   ：約115万人  

二次医療圏数： 4  
45 宮 崎 県  
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人  口  約  26万人   

既指定がん診療連携拠点病院  宮崎県立延岡病院   

備  考  特記すべき事項なし   

＋宮崎県立延岡病院  

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   460床  

新入院がん患者数／年   1，635人  

（新入院患者数に占める割合）   19％  
悪性腫痛手術総数／年   370件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，374人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   3，210人  

指定要件の充足度   ー指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  28万人   

既指定がん診療連携拠点病院  （独）国立病院機構都城病院   

備  考  特記すべき事項なし   

∴独立行政津人国立病院機構∴都城病院  

新規■更新の別  更新  

申請区分  地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数  307床  

新入院がん患者数／年  831人  

（新入院患者数に占める割合）  17％  
悪性腫痛手術総数／年  362件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）  180人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）  126人  

指定要件の充足度  ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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46鹿児島県   約5万人  
二次圏数  
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約136万人  47 沖 縄 県  
二   医療圏数： 5  

人  口  約  10万人   

既指定がん診療連携拠点病院  社団法人北部地区医師会病院   

備  考  特記すべき事項なし   

1‘，社団法人北部地区医師会病院  

新規一更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   236床  

新入院がん患者数／年   533人  

（新入院患者数に占める割合）   11％  
悪性腫癌手術総数／年   130件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   174人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   
人（連携休制あり。平成21年   
0  3月までに整備予定）  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

人  口  約  69万人   

既指定がん診療連携拠点病院  那覇市立病院   

備  考  特記すべき事項なし   

∴那覇市立病院 

新規・更新の別   更新  

申請区分   地域がん診療連携拠点病院  

許可病床数   470床  

新入院がん患者数／年   1，018人  

（新入院患者数に占める割合）   10％  
悪性腫癌手術総数／年   265件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   954人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   5，376人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   

★帝挿木苧医学部附同病院  

新規・更新の別   新規（県）  

申請区分   都道府県がん診療連携拠点病院  

許可病床数   604床  

新入院がん患者数／年   2，826人  

（新入院患者数に占める割合）   35％  
悪性腫瘍手術総数／年   473件  

化学療法総数／年（2ケ月×6）   1，296人  

放射線治療（体外照射）／年（2ケ月×6）   738人  

指定要件の充足度   ・指針に定める必須要件の整備が行われている。   
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資 料 5  

都道府県がん診療連携拠点病院として2病院を推薦している事例  

1．宮城県（現況報告）   

（■1）人口規模  

2．344．954人（平成19年4月1日現在）   

（2）医療機関の規模（新規入院がん患者）  

・宮城県立がんセンター：約4．000人（昨年指定時）  

・東北大学病院：約5，000人（昨年指定時）   

（：り 相乗効果   

（宮城県立がんセンター）   

・緩和ケア研修（緩和ケア部会において2日間コース等を調整）   

・緩和ケアネットワークの整備、今後、在宅緩和ケア連携パスの検討   

・実地指導を実施し、5病院において院内がん登録導入   
・中核的病院における相談支援センターの立ち上げ支援  等   

（東北大学病院）  

・がんプロ（担当大学）による専門医等の養成  

（全ての拠点病院に常勤の放射線治療医を配置）  

・「化学療法プロトコール審査会」による標準プロトコールの作成・公開  

・各種研修、診療支援の医師の派遣 等  

2．東京都   

（－1）人口規模  

12，787，981人（平成19年9月1日現在）   

（2）新規入院がん患者数  

東京都駒込病院：8．038人  

財団法人癌研究有明病院：11，120人   

（こ∋）相乗効果  

（東京都駒込病院）  

・地域連携クリテイカルパスの全都的な整備を検討（現在、一部バスの運用開始）  
・がん診療地域連携会・相談支援部会を開催して、セカンドオピニオン医師及び  

病院検索データベースなどの検討中  

・東京都がん登録推進検討会を開催して地域がん登録を視野において今後検討 等  

（財団法人癌研究有明病院）  

・化学療法・放射線療法など9コースの研修、6ケ月程度の専門研修 等   



3．滋賀県   

（1）人口規模  

1，388，705人（平成19年4月1日現在）   

（2）新規入院がん患者数  

滋賀県立成人病センター：1，984人  

滋賀医科大学附属病院：2．193人   

（3）相乗効果  

（滋賀県立成人病センター）  

一緩和ケア研修（2日間コース1回を含む）の実施  

・化学療法の実施研修の検討  

－がん登録に係る研究会の検討  

・各相談支援センターの相談事例の集約化 等  

（滋賀医科大学附属病院）  

・がんプロ（共同大学）による専門医等の養成  

一放射線療法の実地研修を検討  

・各種研修、診療支援の医師の派遣 等  

4．福岡県   

（1）人口規模  

5，059，959人（平成19年10月24日現在）   

（2）医療機関の規模（新規入院がん患者）  

■九州がんセンター：5，142人  

t九州大学病院：6，860人   

（3）相乗効果  

（九州がんセンター）  

・緩和ケア研修等の実施  

（2日間コースの実施など3種類の研修、緩和ケア依頼書による緩和ケアの普及）  

・全拠点病院における院内がん登録データ集約  

・協議会のもとに相談支援の部会を設置に意見交換等   

l   （九州大学病院）  

・がんプロ（担当大学）による専門医等の養成  

（他の大学病院と連携して、全ての拠点病院に常勤の放射線治療専門医、がん薬  

物療法専門医を配置）  

・治験ネットワーク福岡 等  

・各種研修、診療支援の医師の派遣 等   




